
う
た
か
た
の
恋
」
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
の
サ
ン
ゴ

オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
海
洋

松

本

亜

沙

子

オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
か
ら
二

〇
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
帝
国
で
あ
る
。
一
三
世
紀
に
は

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ル
ド
ル
フ
（
一
二
一
八
｜
一
二
九
一
）
が
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
の
皇
帝
に
選
出
さ
れ
、
一
五
世
紀
以
降
は
帝
国
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は

ほ
ぼ
同
義
語
と
な
っ
た
（
コ
ー
ン
一
九
六
一
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ

ィ
ー
ン
は
ド
ナ
ウ
川
の
片
隅
に
立
地
し
、
同
じ
ド
ナ
ウ
川
流
域
で
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
っ
と
も
古
い
先
史
時
代
の
土
偶
（
ヴ
ィ
レ
ン
ド
ル
フ
の
ヴ
ィ
ー
ナ

ス：

約
二
四
〇
〇
〇
年
か
ら
二
二
〇
〇
〇
年
前
）
を
産
出
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
旧
石
器
時
代
か
ら
の
要
所
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ

ェ
コ
な
ど
と
接
し
て
い
る
こ
の
内
陸
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
海
軍
が
存
在

し
、
ま
た
世
界
一
周
の
海
洋
調
査
（N

o
v
a
ra ex

p
ed
itio

n
1857-1859

）

を
行
っ
た
と
い
う
の
は
不
思
議
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
よ
り
有
名
に
な
っ
た
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
ト
ラ
ッ
プ
大
佐
が
海
軍
大
佐
の
設
定
を
踏
襲
し
て

い
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
海
軍
が
存
在
し
て
い
た
。

一
五
世
紀
中
ば
か
ら
始
ま
っ
た
大
航
海
時
代
（
英
語
名
で
は
大
発
見
時
代

（A
g
e o

f d
isco

v
ery

））、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
イ
ン
ド
・
ア
ジ
ア
大
陸
・
ア

メ
リ
カ
大
陸
な
ど
へ
の
様
々
な
探
検
、
貿
易
、
領
土
獲
得
、
植
民
地
化
な
ど

を
行
っ
た
。
一
七
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
に
殆
ど
の
土
地
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
到

達
し
大
航
海
時
代
自
体
は
終
焉
を
迎
え
た
が
、
そ
れ
に
引
き
続
き
今
度
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
科
学
調
査
航
海
が
行
わ
れ
る
一
八
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
の
啓
蒙
時
代
（A

g
e o

f E
n
lig
h
tm
en
t

）
が
や
っ
て
き
た
。

九
九



一
九
世
紀
末
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
世
界
一
周
航
海
、
紅
海
、
北
極
航
海
な

ど
の
大
規
模
な
海
洋
調
査
を
行
い
、
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
は
そ

れ
ら
の
所
蔵
標
本
を
保
管
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
自
然
史
博
物
館
に
は
世
界
有
数
の
（
世
界
一
と
言
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
）
紅
海
の
サ
ン
ゴ
礁
の
骨
格
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
一
八
九
五
｜

一
八
九
八
採
集
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
現
在
の
世
界
状
況
か
ら

す
る
と
二
度
と
採
集
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
貴
重
な
標
本
類
で
あ
る
。
こ
の

海
域
の
サ
ン
ゴ
礁
の
研
究
を
し
て
い
る
研
究
者
は
世
界
で
も
ご
く
少
な
く
、

膨
大
な
標
本
の
量
に
研
究
が
追
い
つ
か
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
に
、
日
本
産
の
サ
ン
ゴ
も
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。ウ

ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館

ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
の
所
蔵
品
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア

（M
a
ria T

h
eresia

(1717-1780）

）
の
夫
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
（
フ
ラ

ン
ツ
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ンF
ra
n
z I S

tep
h
a
n
(1708-1765)

）
が
、
一
七
五

〇
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ジ
ャ
ン
・
ド
ゥ
・
バ
イ
ユ
ウ
（C

h
ev
a
lier

 
Jo
h
a
n
n
 
v
o
n
 
B
a
illo

u
(1684-1758）

）
か
ら
三
万
点
に
及
ぶ
宝
石
、
鉱

物
等
の
資
料
を
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
（O

tt et.
a
l.
2012

）。
一
七
六

五
年
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
の
死
後
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
国
家
の
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
一
週
間
に
二
度
一
般
公
開

し
た
（O
tt et.

a
l.
2012;

W
eb
 
R
ef.

1
N
H
C

）。
こ
れ
が
、
ウ
ィ
ー
ン

帝
国
博
物
館
（M

u
sei C

a
esa

rei V
in
d
o
b
o
n
en
sis

）
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー

ン
の
ラ
テ
ン
語
名
は
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ナ
（V

in
d
o
b
o
a

）
で
あ
る
。
こ
の
地
名

は
同
名
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
宿
営
地
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ナ
を
起
源
と
し
て
い
る
。
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
孫
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
フ
ラ
ン

ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
の
祖
父
に
し
て
最
後
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
・
フ
ラ
ン
ツ

二
世
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
（1768-1835

））
で
あ
る
。

博
物
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
世
紀
の
間
、
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
宮
殿
で
、
珍
し

い
貝
、
サ
ン
ゴ
、
化
石
、
貝
殻
、
宝
石
、
鉱
物
な
ど
が
知
識
を
得
る
た
め

に
、
そ
し
て
驚
嘆
す
る
た
め
に
公
開
さ
れ
て
い
た
（W

eb R
ef.
1
N
H
C

）。

一
八
四
八
年
に
一
八
歳
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
（1830-1916

）

が
即
位
し
た
。
一
八
五
七
年
の
年
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
の
市
域
拡
大
と
改
修
美

化
に
関
す
る
勅
令
を
出
し
た
（
加
藤
一
九
九
五
）。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の

古
い
城
壁
を
撤
去
し
、
現
在
も
残
る
リ
ン
グ
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
（
環
状
道
路
）

を
一
八
五
九
年
に
建
設
を
開
始
す
る
と
同
時
に
、
周
囲
の
再
開
発
を
行
っ

た
。
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
国
会
議
事
堂
、
市
庁
舎
、
ブ
ル
ク
劇
場
、
国
立

歌
劇
場
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
環
状
道
路
は
現
在
も
市
電
が
周
回
し
て
い
る

（
図
１
）。
一
九
世
紀
も
一
八
六
〇
年
代
以
降
が
ウ
ィ
ー
ン
の
産
業
膨
張
期
に

あ
た
り
、
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
部
の
景
観
は
殆
ど
こ
の
時
期
に
形
成
さ

一
〇
〇
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れ
た
。

自
然
史
博
物
館
と
美
術
史
博
物
館
は
、
主
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
増
え
続
け

る
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
納
す
る
た
め
に
、
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
九

一
年
の
間
の
そ
の
環
状
道
路
の
建
設
に
伴
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
標
本
類
は
そ

の
前
は
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
宮
殿
内
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
（W

eb
 
R
ef.

2

N
H
M
W
-o
v
erv

iew
,
2011

）。
ま
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
、
古
い
建

物
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
動
物
学
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
入
っ
て
い
たH

o
fb
ib
lio
th
ek

な
ど
で
あ
る
（W

eb
 
R
ef.

3

N
H
M
W
-h
isto

ry
,
2011

）。

自
然
史
博
物
館
は
一
八
五
一
｜
一
八
七
六
年
の
間
に
再
編
成
さ
れ
、
一
八

八
九
年
八
月
一
〇
日
に
正
式
に
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
に
よ
り
、
美
術

史
博
物
館
（K

u
n
sth
isto

risch
es m

u
seu

m

）
と
同
時
に
、
一
般
公
開
さ

れ
た
。
こ
の
二
つ
の
博
物
館
は
外
観
を
同
じ
く
し
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
広

場
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
（W

eb
 
R
ef.

4
N
H
M
W
-
M
in
era

l,

1997

）。
当
初
は
大
き
な
構
想
で
あ
っ
た
が
、
予
算
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
の

こ
と
で
自
然
史
博
物
館
と
美
術
史
博
物
館
の
対
の
博
物
館
だ
け
が
建
設
さ
れ

た
。現

在
の
建
物
は
一
八
七
一
｜
一
八
九
一
年
の
間
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

（W
eb R

ef.
4
N
H
M
W
-M

in
era

l,
1997

）
今
も
当
時
の
姿
の
ま
ま
で
あ

る
。
屋
上
に
は
各
分
野
の
偉
人
の
像
が
並
ん
で
い
る
。
美
術
館
と
自
然
史
博

うたかたの恋」皇太子ルドルフのサンゴ

図１ ウィーン自然史博物館（Naturhistorisches Museum Wien:NHMW）の屋上か
ら、ウィーン市庁舎及びホーフブルク宮殿の庭。左端の人物像の列は自然史博物館と
美術史博物館の屋上の各分野の偉人の像。

Photo:A.K.Matsumoto,2012
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物
館
と
で
共
通
し
て
い
る
人
物
は
た
だ
一
人
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
、
建
設
が
始
ま
っ
た
時
に
存
命
だ
っ
た
人
物
は
進
化
論
で
有
名
な
イ
ギ
リ

ス
の
地
質
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う

（P
erso

.
co
m
m
.
D
r.
S
a
ttm

a
n
,
2012.

W
ien

）。

ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
の
日
本
の
サ
ン
ゴ

こ
の
自
然
史
博
物
館
に
い
く
つ
か
の
日
本
産
の
サ
ン
ゴ
標
本
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
（
図
２
）。
標
本
ラ
ベ
ル
及
び
古
い
カ
タ
ロ
グ
（
台
帳
）
に
は
以
下

の
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
の
は
、
博
物
館
が
現
在
の
姿

に
な
る
前
の
古
い
標
本
番
号
を
記
録
し
た
革
装
の
本
で
、
す
べ
て
の
所
蔵
標

本
の
デ
ー
タ
の
詳
細
が
当
時
の
記
録
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
一
五
〇
年
程
前
の
ノ
ー
ト
に
な
る
。

ラ
ベ
ル
と
カ
タ
ロ
グ
の
情
報
を
あ
わ
せ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
図

２
）。“C

o
ll.
M
u
sei V

in
d
o
b
o
n
en
sis

 
E
v
erteb

r.
v
a
ria

 
In
v
.
N
o
. 8108

L
ep
to
g
o
rg
ia sp

ec.

Ja
p
a
n

 
K
n
o
n
p
rin
z R

u
d
o
lf
1076

S
r R

a
is H

o
p
eit

 
d
a
m
 
K
ro
n
p
rin
tz R

u
d
o
lf”

（
ウ
ィ
ー
ン
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

無
脊
椎
動
物.

v
a
ria

（v
a
ria
tio
n
?

）

無
脊
椎
動
物
番
号
八
一
〇

八
（
登
録
番
号
）

L
ep
to
g
o
rg
ia sp

ec.

（
サ
ン
ゴ
種
名
）

日
本
産

皇
太
子
ル
ド
ル
フ

旧
登
録
番
号
一
〇
七
六
）

も
う
一
つ
は
、

“N
H
M
W

8132

A
.
N
.
1076

G
o
rg
o
n
ia

 
S
r.
R
a
is H

o
p
eit d

a
m
 
k
ro
n
p
rin
z R

u
d
o
lf”

（
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館

八
一
三
二
（
登
録
番
号
）

旧
登
録
番
号
一
〇
七
六

G
o
rg
o
n
ia

（
サ
ン
ゴ
種
名
）

S
r.
R
a
is H

o
p
eit

皇
太
子
ル
ド
ル
フ
）

一
〇
二
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図２ ウィーン自然史博物館（NHMW）所蔵の日本産八放サンゴ標本
とラベル。

(a)NHMW8108(A.N.1076),(b)NHMW8132(A.N.1076).Photo:A.K.

Matsumoto 2012
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こ
れ
ら
の
標
本
は
二
〇
一
二
年
の
標
本
調
査
の
際
に
筆
者
に
よ
り
発
見
さ

れ
た
。
こ
の
二
つ
の
標
本
デ
ー
タ
に
記
さ
れ
て
い
る
「K

ro
n
p
rin
z

 
R
u
d
o
lf

」
と
は
、
一
八
七
五
年
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
太
子
、
か
つ

名
前
が
ル
ド
ル
フ
と
い
え
ば
、
一
人
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
・
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
王
朝
最
後
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
と
皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
息

子
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
後
継
者
で
あ
り
な
が
ら
自
殺
を
遂
げ
た
皇
太
子
ル

ド
ル
フ
（
一
八
五
八
｜
一
八
八
九
）
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ク
ロ
ー
ド
・
ア
ネ
（C

la
u
d
e A

n
et

）
に
よ
っ
て
小
説

化
さ
れ
、
海
外
で
は
マ
イ
ヤ
ー
リ
ン
ク
の
悲
劇
と
し
て
何
度
も
映
画
化
さ

れ
、
日
本
で
も
宝
塚
歌
劇
で
「
う
た
か
た
の
恋
」
と
し
て
舞
台
化
さ
れ
る
な

ど
、
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ロ
マ
ン
ス
と

し
て
、
ま
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
皇
太
子
が
情
死
す
る
と
い
う
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
性
と
で
、
現
在
に
お
い
て
も
非
常
に
人
気
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
母
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
后
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
も
さ
す
ら
い
の
皇
妃
と
し
て
知
ら
れ
、

そ
の
生
涯
を
何
度
も
映
画
化
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
な
り
ウ
ィ
ー
ン
お
よ

び
、
日
本
で
も
根
強
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
ル
ド
ル
フ
の
自
然
科
学
分
野
へ
の
興
味
に
関
し
て
は
日
本

で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

皇
太
子
ル
ド
ル
フ

皇
太
子
ル
ド
ル
フ
は
一
八
五
八
年
八
月
二
一
日
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
皇

帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
と
皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
長
男
と
し
て
産
ま
れ

た
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
に
よ
り
帝
国
陸
軍
第
一

九
連
隊
の
大
佐
に
任
命
さ
れ
た
（
マ
ル
ク
ス
一
九
九
三；

W
eb
 
R
ef.

5

C
P
R
-
T
O
L
,
2012

）。
軍
隊
や
軍
事
に
は
熱
中
し
な
か
っ
た
。
文
芸
の
他

に
自
然
科
学
、
わ
け
て
も
鳥
類
学
と
鉱
物
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
（
マ
ル

ク
ス
一
九
九
三；

W
eb R

ef.
6
C
P
R
-m
u
seu

m
 
n
o
tes,

2006）

。

一
八
七
〇
年
、
一
二
歳
の
時
に
既
に
鳥
類
学
へ
の
興
味
の
現
れ
と
し
て
鷹

狩
に
関
す
る
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
も
の
最
初
の
論
文
（A

d
lerja

g
d
en
［
E
a
g
le

 
H
u
n
ts ］

）
を
発
表
し
、
生
涯
で
四
〇
編
の
鳥
類
学
の
論
文
を
書
い
て
い
る

（W
eb R

ef. 5
C
P
R
-T
O
L
, 2012

）。
ま
た
彼
の
鉱
物
学
へ
の
知
識
と
興
味

は
、
一
八
七
二
年
に
自
然
科
学
の
分
野
の
個
人
教
師
で
あ
っ
た
地
質
学
者
の

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
タ
ー
（C

h
ristia

n
 

G
o
ttlieb

 
F
erd

in
a
n
d
 
v
o
n
 
H
o
ch
stetter ）（

1829-1884）

に
よ
る
と

こ
ろ
も
大
き
い
（F

lem
in
g
,C
.A
.u
p
d
a
ted

1-S
ep
-2010

）。
彼
は
フ
ラ

ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
統
治
下
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
で
、
一
八
五
七
年
か

ら
一
八
五
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
世
界
一
周

調
査
航
海
（“N

o
v
a
ra
 
ex
p
ed
itio

n
”

）
に
地
質
学
者
と
し
て
指
揮
を
と

り
乗
船
し
て
い
る
人
物
（
後
述
）
で
、
一
八
五
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
講
師

一
〇
四
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（F
lem

in
g
,
C
.
A
.
u
p
d
a
ted

1-S
ep
-2010

）、
一
八
六
〇
年
に

ウ
ィ
ー
ン
帝
国
｜
王
立
工
科
大
学
（Im

p
eria

l -R
o
y
a
l
 
P
o
ly
-

tech
n
ic In

stitu
te in

 
V
ien
n
a

）（
現
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
）

の
鉱
物
学
及
び
地
質
学
の
教
授
と
な
っ
て
お
り
、
丁
度
こ
の
間
に

ル
ド
ル
フ
の
教
師
を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
は
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
四
年
に
帝
国
自
然
史
博
物
館

（
現
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
）
の
初
代
館
長
に
な
っ
て
お
り
、

自
然
史
博
物
館
建
設
計
画
に
関
し
て
主
要
な
責
任
を
果
た
し
た
人

物
で
あ
る
（
図
３
）。
よ
っ
て
、
ル
ド
ル
フ
本
人
も
自
然
史
博
物

館
と
の
繫
が
り
は
ず
っ
と
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（W

eb
 

R
ef.

1
N
H
C

）。

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
際
、
そ
の
講
義
の
期
間
中
に

ル
ド
ル
フ
は
、
動
物
学
者
で
あ
り
か
つ
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
で
あ
っ

た
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ブ
レ
ー
ム
（A

lfred
 
B
reh

m

）
と
出
会
っ

た
。
ル
ド
ル
フ
の
も
っ
と
も
熱
心
な
科
学
的
な
書
簡
は
ブ
レ
ー
ム

と
の
も
の
で
あ
り
、
ブ
レ
ー
ム
の
方
も
そ
の
著
書
「
ブ
レ
ー
ム
の

動
物
生
態
論
」
の
う
ち
の
ふ
た
つ
の
巻
を
ル
ド
ル
フ
に
捧
げ
て
い

る
（
マ
ル
ク
ス
一
九
九
三
）。

一
八
七
七
年
、
ル
ド
ル
フ
は
学
問
を
修
了
し
た
こ
と
に
よ
り
聖

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
皇
騎
士
団
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
。
一
八
七
八
年

図３ 1874年、15歳の時の皇太子ルドルフの教師たち。

前列左から３人目が自然科学分野の教師であった地質学者フェルディナンド・フォン・ホック

ステッター（のちのウィーン自然史博物館NHMW の初代館長（1876-1884）。その他後列左

から、Lietenant-Colonel Anton Kraus（軍事科学）、宮廷司祭 Laurenz Mayer（宗教学）、

Josef Krist（博物学）、Wagner大佐（軍事科学）、Du Cherne（フランス語）、Greistorfer
（ドイツ語）、前列左から、物理学者Dr. Jungh,Heinrich von Zeisßberg（歴史）、Ferdinand

 
Hochstetter（博物学)、Josef Zhisman（歴史）。（Web Ref.5CPR-TOL,2012)
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に
は
、
生
物
学
者
ブ
レ
ー
ム
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
南
部
へ
の
調
査
に
同
行
し
、
ブ

レ
ー
ム
著
「
動
物
の
生
態
（A

lfred B
reh

m
’s T

h
ierleb

en

）」
第
二
版

の
た
め
に
、
鳥
類
学
の
論
文
三
篇
を
執
筆
し
て
い
る
（
マ
ル
ク
ス
一
九
九

三；
W
eb R

ef.
5
C
P
R
-T
O
L
,
2012

）。
こ
の
時
の
調
査
旅
行
に
つ
い
て

の
ル
ド
ル
フ
の
初
著
書
は
「
ド
ナ
ウ
で
の
一
五
日
間
（F

u
n
fzeh

n
 
T
a
g
e

 
a
u
f d

er D
o
n
a
u

）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
た
。
ル
ド
ル
フ
二
〇

歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に
よ
り
鳥
類
学
者
と
し
て
評
価
さ
れ
、
帝
国
学

術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
名
誉
会
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
（
マ
ル
ク
ス
一
九
九
三
）。

ル
ド
ル
フ
は
鳥
類
の
自
然
条
件
下
で
の
自
然
な
行
動
の
観
察
と
、
狩
猟
の

楽
し
み
を
結
び
つ
け
て
い
た
。
一
八
八
〇
年
の
著
作
「
鳥
類
学
的
観
察
と
狩

猟
小
旅
行
（O

rn
ith
o
lo
g
isch

e B
eo
b
a
ch
tu
n
g
en u

n
d Ja

g
d
reisen

）」

に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
。
狩
猟
に
よ
っ
て
得
た
鳥
類
標
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
猛
禽
類
や
猟
鳥
類
の
研
究
に
使
わ
れ
た
。
一
八
七
〇
年
代
と
一
八
八
〇
年

代
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
で
は
毎
年
三
〇
〇
〇
〇
匹
の
動
物
が
狩
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
鳥
類
標
本
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
帝
国
自
然
史
博
物
館
に
お
い
て
作
製
さ

れ
、
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
の
ル
ド
ル
フ
の
個
室
に
設
置
し
た
鳥
類
博
物
館
に
陳
列

さ
れ
た
。
こ
の
標
本
を
元
に
し
た
数
多
く
の
鳥
類
の
素
描
も
残
し
て
い
る

（W
eb R

ef. 5
C
P
R
-T
O
L
, 2012

）。
ま
た
、
そ
の
他
に
鉱
物
と
岩
石
形
成

に
も
興
味
を
持
ち
鉱
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
所
持
し
て
い
た
。
こ
れ
は
前
述
の

地
質
学
者
で
あ
っ
た
教
師
の
ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
タ
ー
の
影
響
が
大
き
い
だ
ろ

う
。一

八
七
九
年
に
は
、
今
度
は
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
鳥
類
学
調
査
旅

行
に
行
き
、
一
八
八
〇
年
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
か
ら
名
誉

博
士
号
を
授
与
し
て
い
る
（W

eb R
ef.

5
C
P
R
-T
O
L
,
2012

）。

一
八
八
一
年
、
エ
ジ
プ
ト
学
者
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ブ
ル
ク
シ
ュ
（H

ein
rich

 
B
ru
g
sch

-P
a
sch

a

）
と
共
に
エ
ジ
プ
ト
と
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
三
ヶ
月
の
学
術

調
査
に
出
か
け
た
。
旅
行
は
鳥
類
学
及
び
狩
猟
の
他
に
、
考
古
学
的
調
査
と

民
族
学
的
調
査
も
含
ん
で
い
た
。
鳥
類
学
及
び
民
俗
学
的
観
察
を
含
ん
だ
旅

行
記
は
「
オ
リ
エ
ン
ト
旅
行
（E

in
e O

rien
treise

）」
と
し
て
出
版
さ
れ
、

皇
太
子
ル
ド
ル
フ
の
出
版
物
の
な
か
で
最
も
広
く
知
ら
れ
た
本
と
な
っ
た

（K
ro
n
p
rin
z
 
R
u
d
o
lf
1881

in
2005;

W
eb
 
R
ef.

5
C
P
R
-T
O
L
,

2012

）。
翌
年
一
八
八
二
年
に
は
、
ド
イ
ツ
鳥
類
保
護
協
会
（G

erm
a
n

 
a
sso

cia
tio
n fo

r th
e p

ro
tectio

n o
f B

ird
s

）
か
ら
名
誉
修
士
号
が
授

与
さ
れ
た
。

一
八
八
四
年
ル
ド
ル
フ
は
第
一
回
ウ
ィ
ー
ン
鳥
類
学
会
の
後
援
を
し
た
。

こ
の
時
の
鳥
類
学
会
の
記
念
の
銅
メ
ダ
ル
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
メ
ダ
ル
は

皇
太
子
ル
ド
ル
フ
が
単
独
で
刻
印
さ
れ
て
い
る
珍
し
い
も
の
で
あ
る
（
図

４
）。
ウ
ィ
ー
ン
鳥
類
学
会
は
一
八
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
ル
ド
ル

フ
は
そ
の
年
に
協
会
の
後
援
者
と
な
っ
た
。
こ
の
学
会
の
論
文
雑
誌
に
、
ル

ド
ル
フ
は
一
八
篇
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
（W

eb R
ef.

5
C
P
R
-T
O
L
,

一
〇
六
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2012
）。
地
理
学
に
関
す
る
論
文
で
ウ
ィ
ー
ン
大
学
か
ら
名
誉
学
位
を
授
け

ら
れ
て
お
り
（
江
村
一
九
九
四；

W
eb R

ef.
5
C
P
R
-T
O
L
,
2012

）、
ま

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
大
学
か
ら
も
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る

（
マ
ル
ク
ス
一
九
九
三
）。

一
八
八
三
年
か
ら
彼
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
百
科
事
典

的
仕
事
に
取
り
か
か
り
始
め
る
。
こ
れ
は
、
ル
ド
ル
フ
の
編
に
よ
る
地
誌
の

百
科
事
典
で
、
ル
ド
ル
フ
の
携
わ
っ
た
な
か
で
最
も
重
要
な
書
物
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
語
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
て
刊
行
さ
れ
た
「
言
葉
と
絵
で
み
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
（D

ie
 
o
sterreich

isch
-
u
n
g
a
risch

e
 

M
o
n
a
rch

ie in W
o
rt u

n
d B

ild
(W

ien
, 1885-1902）

）」
で
あ
る
。
合

計
二
四
巻
、
五
八
七
項
目
、
四
五
〇
〇
の
図
表
の
大
著
で
あ
っ
た
（W

eb
 

R
ef. 5

C
P
R
-T
O
L
, 2012

）。
ル
ド
ル
フ
は
こ
の
本
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
り

か
つ
、
本
の
数
多
く
の
部
分
を
執
筆
し
て
お
り
、
通
称
「
皇
太
子
の

労
作
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
内
容
は
、
帝
国
の
各
地
域
や
各
民
族
の

歴
史
的
、
経
済
的
、
文
化
的
独
自
性
、
生
活
習
慣
を
細
か
に
描
い
て

い
る
。
最
初
の
巻
は
一
八
八
五
年
一
二
月
一
日
に
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー

ゼ
フ
皇
帝
に
献
呈
さ
れ
た
。
序
文
は
ル
ド
ル
フ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
は
こ
の
時
「
本
当
に
息
子

が
序
文
を
書
い
た
の
か

」
と
他
の
二
人
の
編
集
者
に
尋
ね
た
と
い

う
（
マ
ル
ク
ス
一
九
九
三；

W
eb R

ef.
5
C
P
R
-T
O
L
,
2012

）。

一
八
八
九
年
一
月
三
〇
日
ル
ド
ル
フ
は
マ
イ
ヤ
ー
リ
ン
ク
の
狩
猟

用
城
館
で
男
爵
令
嬢
と
自
殺
し
た
。
こ
の
と
き
皇
帝
狩
猟
用
別
荘
ゲ

デ
ー
レ
の
項
目
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
死
の
直

前
の
一
八
八
九
年
一
月
二
六
日
（
土
）
に
も
、
こ
の
百
科
事
典
の
ド

イ
ツ
語
版
編
集
者
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
レ
ン
に
、
続
巻
の
執

筆
内
容
に
つ
い
て
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

図４ 皇太子ルドルフ
第一回ウィーン鳥類学会記念メダル 1884年。

発行場所 Haus Habsburg/O: sterreich, 発行年代 Franz
 

Joseph I. 1848-1916Bronze-Medaille 1884(o. Sign., v. K.

Radnitzky)auf die 3.Allgemeine Ausstellung des ornith-

ologischen Vereins in Wien, unter dem Protektorat von
 

Kronprinz Rudolf(Brustbild nach rechts//Eine nach links
 

fliegende Taube u:ber zwei Zweigen).Wurzb.8041,Hauser
2857,37,7mm,31,Ogr.,Photo:A.K.Matsumoto
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ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
軍
務
に
忙
殺
さ
れ
て
、
ゲ
デ
ー
レ
の
外
観

図
は
ま
だ
書
け
て
い
ま
せ
ん
。
や
る
べ
き
こ
と
が
多
い
う
え
、
ど
れ
も
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
月
曜
日
に
は
マ
イ
ヤ
ー
リ
ン
ク
に
行
き
ま
す
。
そ

の
と
き
に
は
、
数
時
間
空
き
時
間
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ゲ

デ
ー
レ
の
項
目
を
書
き
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
…
水
曜
日
か
木
曜
日
に

原
稿
を
お
わ
た
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

四
日
後
ル
ド
ル
フ
は
自
害
し
、
最
終
巻
が
ド
イ
ツ
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で

刊
行
さ
れ
た
の
は
ル
ド
ル
フ
の
死
後
何
年
も
た
っ
た
後
の
一
九
〇
二
年
で
あ

っ
た
。
出
版
は
ル
ド
ル
フ
の
未
亡
人
シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
ー
が
支
援
し
、
著
作
集

に
は
「
ル
ド
ル
フ
皇
太
子
の
提
案
と
協
力
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
」
と

の
言
及
が
あ
る
（
マ
ル
ク
ス
一
九
九
三
）。

一
八
八
九
年
の
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
の
死
後
、
彼
個
人
の
も
の
で
あ
っ
た
自

然
科
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
当
初
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
へ
と
移
さ
れ
た
。

彼
の
遺
志
は
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ウ
ィ
ー
ン
の
教
育
機
関
へ
残
し
た
い
と

い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
地
質
、
古
生
物
、
及
び
鉱
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ

の
後
「K

.
k
.
H
o
ch
sch

u
le fu

r B
o
d
en
k
u
ltu
r

帝
国
王
室
農
科
大
学：

現
ウ
ィ
ー
ン
農
科
大
学
）」
の
所
有
と
な
っ
た（

W
eb R

ef.
4
N
H
M
W
-

M
in
era

l,
1997）

。

一
八
七
五
年

ル
ド
ル
フ
の
サ
ン
ゴ
標
本
に
話
を
戻
す
と
、
該
当
す
る
標
本
番
号
（
旧
番

号：

ア
ル
ト
・
ナ
ン
バ
ー
）
は
博
物
館
の
古
い
カ
タ
ロ
グ
記
録
に
よ
る
と
、

一
八
七
五
年
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
五
年
は
基
本
的
に
カ

タ
ロ
グ
に
記
録
さ
れ
た
（
博
物
館
に
記
録
さ
れ
た
）
年
と
考
え
ら
れ
る
。
す

る
と
サ
ン
ゴ
が
採
集
さ
れ
た
の
は
一
八
七
五
年
か
そ
れ
よ
り
も
前
に
な
る
。

通
常
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
自
然
史
博
物
館
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
記
録
さ

れ
た
年
の
他
に
標
本
ラ
ベ
ル
に
「
採
集
し
た
年
月
日
、
採
集
場
所
」
を
記
載

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
標
本
に
は
そ
の
よ
う
な
情
報
は
無
く
、「
日
本
」

と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
カ
タ
ロ
グ
に
あ
る
サ
ン
ゴ
に
該

当
す
る
番
号
は
一
つ
だ
け
で
あ
る
が
、
標
本
自
体
は
そ
の
後
「
ウ
ィ
ー
ン
博

物
館
」
の
名
前
の
元
に
新
た
な
登
録
番
号
が
二
種
類
の
サ
ン
ゴ
に
別
々
に
振

り
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
サ
ン
ゴ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
生
物
標
本

も
登
録
番
号
を
与
え
ら
れ
て
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
登
録
後
誰
も

そ
の
学
術
的
研
究
を
行
っ
た
形
跡
は
な
く
、
カ
タ
ロ
グ
に
はG

orgon
ia

（
ヤ
ギ
類：

八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
の
仲
間
）、
標
本
ラ
ベ
ル
に
もG

orgon
ia,

L
eptogorgia

属
、
ま
で
の
記
述
し
か
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ゴ
の
採
集
は
博
物
学
者
な
ど
の
プ

ロ
の
研
究
者
及
び
そ
の
知
識
の
あ
る
人
物
に
よ
る
採
集
で
は
な
い
可
能
性
が

大
き
い
。
ま
た
一
八
七
五
年
か
ら
現
在
ま
で
の
間
、
ウ
ィ
ー
ン
の
自
然
史
博

一
〇
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物
館
に
サ
ン
ゴ
の
研
究
者
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
は
な
い
。
同
様
の
科
学
的

に
問
題
が
ち
ょ
っ
と
あ
る
標
本
に
は
幕
末
に
日
本
の
出
島
に
オ
ラ
ン
ダ
の
医

師
と
し
て
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
標
本
や
進
化
論
で
有
名
な

英
国
の
地
質
学
者
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
標
本
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
標
本
は
ラ

ベ
ル
に
標
本
の
重
要
な
情
報
で
あ
る
「
採
集
し
た
年
月
日
と
正
確
な
採
集
場

所
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
り
標
本
自
体
の
科
学
的
な
価

値
は
か
な
り
落
ち
る
の
だ
が
、
採
集
者
の
知
名
度
に
よ
り
、
別
の
意
味
で
重

要
な
標
本
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
七
五
年
の
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
は
ま
だ
一
六
歳
。
当
時
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

日
本
へ
の
往
復
の
旅
は
通
常
一
年
以
上
を
か
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
勉

学
修
了
前
の
皇
太
子
が
そ
の
よ
う
な
極
東
へ
旅
す
る
こ
と
は
立
場
的
に
も
距

離
的
に
も
考
え
ら
れ
な
い
。
一
八
七
五
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
室
の
挙
動
と

し
て
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇
后
が
ウ
ィ
ー
ン
と
バ
ー
ト
・
イ
シ
ュ
ル
で
わ
り

あ
い
長
く
滞
在
し
た
の
ち
、
夏
を
フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
サ
ス
ト

の
城
館
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
目
立

っ
た
も
の
は
な
い
。

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
博
物
標
本
は
ル
ド
ル
フ
へ
の
献
上
品
の
可
能
性
の
線
が

濃
厚
で
あ
る
。
標
本
ラ
ベ
ル
と
カ
タ
ロ
グ
に
残
るS

r.
R
a
is H

o
p
eit

に
つ

い
て
の
情
報
は
調
べ
た
限
り
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
サ
ン
ゴ
標

本
は
、
ウ
ィ
ー
ン
農
科
大
学
へ
と
移
さ
れ
た
メ
イ
ン
の
ル
ド
ル
フ
の
個
人
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
と
り
残
さ
れ
、
お
そ
ら
く
ま
っ
た
く
専
門
家
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
そ
の
存
在
を
忘
れ
ら
れ
、
今
日
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

こ
れ
が
ル
ド
ル
フ
に
献
上
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
標
本
採
集
を
目
的
に

訪
日
し
た
人
物
（
博
物
学
者
や
商
人
）
で
も
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の

国
の
関
係
者
と
考
え
ら
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
所
有
の
船
に
乗
船
し
て
い

た
人
物
経
由
の
標
本
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
殆
ど
の

自
然
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
博
物
標
本
（
特
に
サ
ン
ゴ
に
関
し
て

は
）
の
た
ぐ
い
は
、
基
本
的
に
直
接
博
物
館
及
び
大
学
の
所
蔵
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
州
立
博
物
館
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大

学
博
物
館
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ゼ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
博
物
館
、
ハ
ン
ブ
ル
グ

動
物
学
博
物
館
（
以
上
ド
イ
ツ
）、
ベ
ル
ン
博
物
館
（
ス
イ
ス
）、
大
英
自
然

史
博
物
館
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
動
物
学
博
物
館
（
以
上
イ
ギ
リ
ス
）、
ラ

イ
デ
ン
自
然
史
博
物
館
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
動
物
学
博
物
館
（
オ
ラ
ン

ダ
）、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
博
物
館
（
デ
ン
マ
ー
ク
）、
ウ
プ
サ
ラ
進
化
博

物
館
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）、
の
全
て
に
お
い
て
同
様
の
日
本
産
八
放
サ
ン
ゴ

標
本
で
王
室
ま
た
は
皇
室
の
関
係
者
に
直
接
献
上
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

ま
で
一
度
も
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

日
本
産
の
も
の
で
わ
ざ
わ
ざ
帝
室
関
係
者
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
し
て

は
、
明
治
天
皇
（
一
八
六
八
｜
一
九
一
二
）
か
ら
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
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帝
に
対
し
て
の
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
（M

acroch
eira

 
kaem

pferi

）
標
本
く
ら
い
し
か
な
い
。
こ
れ
は
現

在
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
展

示
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
と
明

治
天
皇
の
言
わ
れ
の
プ
レ
ー
ト
（
日
本
語
と
ド
イ
ツ

語
）
が
飾
っ
て
あ
る
（
図
５
）。
こ
れ
は
東
京
湾
か

ら
ウ
ィ
ー
ン
に
一
八
八
二
年
に
来
た
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
来
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
東
京
湾

で
採
集
さ
れ
た
と
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
な
お
、
二
〇
一
二
年
に
自
然
史
博
物
館

で
出
版
し
た
本
の
解
説
に
よ
る
と
、
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ

は
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
為
現
在

日
本
人
は
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
そ

う
で
あ
る
（O

tt et.
a
l.
2012

）。

ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ー

ボ
ル
ト
も
、
一
八
八
九
年
に
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五

二
〇
〇
点
を
、
ウ
ィ
ー
ン
の
帝
室
な
ら
び
に
王
室
の

自
然
科
学
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
る
が
、
見
返
り
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
男
爵
位
を
得
て
い
る
（
原
田
・
ク

ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
）。

図５ (a）明治天皇からフランツ・ヨーゼフ皇帝に贈られたタカアシガニの標
本(1882年)。(b）ウィーン自然史博物館メインホール。左下にタカアシガニ展
示キャビネット。

Photo.A.K.Matsumoto,2012
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こ
の
よ
う
な
博
物
標
本
が
名
入
り
で
献
上
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
初
め
か

ら
そ
の
よ
う
な
調
査
目
的
が
あ
り
資
金
を
皇
室
が
提
供
し
て
い
る
場
合
と
、

献
上
さ
れ
た
皇
室
関
係
者
（
こ
の
場
合
は
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
）
が
も
と
も
と

そ
う
い
っ
た
博
物
標
本
に
興
味
が
あ
る
場
合
の
二
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ

る
。
前
者
に
は
女
王
陛
下
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
た
英
国
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
調
査
航
海
、
後
者
に
は
生
物
学
者
で
あ
っ
た
日
本
の
昭
和
天
皇
が
あ
て
は

ま
る
。
標
本
の
写
真
と
ラ
ベ
ル
は
図
２
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
種
類
は
基
本

的
に
相
模
湾
以
北
で
採
集
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
横
浜
、
東
京
、

伊
豆
近
辺
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
こ
で

採
集
さ
れ
た
の
か
。

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
は
皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
が
外
国
を
旅
す
る
こ

と
に
は
寛
大
だ
っ
た
が
、
皇
太
子
に
関
し
て
は
話
は
別
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
亡
き
あ
と
に
皇
太
子
に
な
っ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト

大
公
が
、
一
八
九
二
年
に
訪
日
す
る
際
に
も
か
な
り
渋
っ
た
と
さ
れ
、
エ
リ

ザ
ベ
ー
ト
の
と
り
な
し
で
初
め
て
皇
室
の
水
雷
巡
洋
艦
「
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇

后
号
」
を
任
務
の
為
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と
い
う
（
ク
ラ
イ
ナ
ー

一
九
九
六
）。
よ
っ
て
、
一
八
七
五
年
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
一
六
歳
未
満

の
ル
ド
ル
フ
が
、
極
東
で
調
査
を
行
う
こ
と
な
ど
論
外
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

一
八
七
五
年
前
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
海
洋
、
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
日

本
来
訪
記
録

で
は
、
ど
の
よ
う
な
機
会
で
ど
の
よ
う
な
人
が
こ
の
サ
ン
ゴ
を
皇
太
子
に

献
上
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
日
本
の
最
初
の
邂
逅
は
、
個
人
的
な
も
の
と
帝
国
国
家

的
な
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
個
人
的
な
も
の
と
し
て
は
、
一
六
二
五
年
に

平
戸
に
数
週
間
滞
在
し
た
、
貴
族
出
身
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
カ
ー
ル
・
フ
ェ
ル

ン
ベ
ル
ガ
ー
が
最
初
と
い
う
説
が
あ
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
の
将
校
で

あ
っ
た
が
、
三
十
年
戦
争
に
従
軍
し
オ
ラ
ン
ダ
の
戦
争
捕
虜
と
な
り
、
逃
亡

の
途
中
何
故
か
東
ア
ジ
ア
方
面
に
連
れ
て
行
か
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、

和
親
通
商
航
海
条
約
の
前
に
は
、
一
八
六
七
年
以
来
、
日
本
に
住
ん
で
い
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ラ
イ
ム
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ル
フ
リ
ー
ト
男
爵
が
い
た
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。

帝
国
国
家
的
な
方
面
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
も
と
も
と
は
ス
ペ
イ
ン
の

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
を
介
し
て
日
本
と
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇

帝
（
在
位
一
五
七
六
｜
一
六
一
二
）
ル
ド
ル
フ
二
世
（
一
五
五
二
｜
一
六
一

二
）
は
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
｜
一
六
一
六
）
か
ら
武
具
を
贈
呈
さ
れ
て

い
る
と
い
う
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
）。
ま
た
⑴
カ
ー
ル
六
世
（
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
、
在
位
一
七
一
一
｜
四
〇
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

王
、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
父
）
統
治
下
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

一
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領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
東
印
度
会
社
（
一
七
二
〇
年
設
立
）
と
、
⑵
マ
リ

ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
晩
年
（
在
位
一
七
四
〇
｜
）
と
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
皇
帝
統
治

下
の
ト
リ
エ
ス
テ
人
の
東
印
度
会
社
が
あ
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三：

注

B
en
ed
ik
t
1965

;
B
a
y
er
1958

;
R
a
n
d
a
1966

参
照
）。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
一
七
一
四
｜
一
七
九
〇
、
一
七
九

九
）
は
、
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
現
在
の
ベ

ル
ギ
ー
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
州
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト＝

プ
フ
ァ
ル

ツ
州
の
一
部
の
領
域
の
こ
と
で
あ
る
。
カ
ー
ル
六
世
は
ス
ペ
イ
ン
系
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
に
属
し
て
い
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
イ
タ
リ
ア
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

領
土
と
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
一
七
九
四
年
オ
ー
ス

ト
リ
ア
か
ら
離
れ
フ
ラ
ン
ス
へ
、
一
八
一
五
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル

ト
が
敗
北
し
た
こ
と
に
よ
り
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
合
王
国
へ
併
合
、
一
八
三

〇
年
に
ベ
ル
ギ
ー
国
家
と
し
て
独
立
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
東
印
度
会
社

は
、
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
の
オ
ス
ト
エ
ン
デ
に
あ
っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七

三
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
印
度
会
社
は
英
国
の
戦
略
に
よ
っ
て
消
え
た
。

一
七
二
四
年
、
カ
ー
ル
六
世
は
「
国
事
詔
書
（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ザ

ン
ク
ツ
ィ
オ
ン
）」
と
い
う
帝
国
法
を
発
布
し
て
女
系
の
王
位
の
継
承
を
規

定
し
た
（
シ
ュ
タ
ッ
ト
ミ
ュ
ラ
ー
一
九
六
六；

テ
イ
ラ
ー
一
九
四
八
）。
こ

れ
に
よ
り
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
相
続
が
可
能
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ

の
政
策
を
承
認
す
る
条
件
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
東
イ
ン
ド
会
社
の
解
散
と
引
き

換
え
に
し
て
、
一
七
三
一
年
に
政
策
を
承
認
し
た
。

一
方
オ
ラ
ン
ダ
は
、
一
六
四
八
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
神

聖
ロ
ー
マ
・
ド
イ
ツ
帝
国
か
ら
独
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
江
戸
期
の

間
、
依
然
と
し
て
数
多
く
の
ド
イ
ツ
人
が
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
経
由

し
て
日
本
に
達
し
て
い
た
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
）。

日
本
で
有
名
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
男
爵

（P
h
ilip

p F
ra
n
z B

a
lth
a
sa
r v
o
n S

ieb
o
ld

）（
一
七
九
六
｜
一
八
六
六
）

も
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
植
物
学
と
医
学
を
修
め
た
後
、
一

八
二
三
年
夏
｜
一
八
二
九
年
末
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
一
七
九
九

年
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
解
散
、
一
八
一
六
年
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
返
還
）
に
医
師
と
し
て
雇
わ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
し
て
日
本
（
長
崎
出

島
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
）
に
や
っ
て
き
て
い
る
。
彼
は
、
実
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（＝

オ
ー

ス
ト
リ
ア
）
の
司
教
領
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
（
現
在
の
ド
イ
ツ
）
に
生
ま
れ

た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
家
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
二
世
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
国
王
フ
ラ
ン
ツ
一
世
）
か
ら
爵
位
を
授
か
っ
た
貴
族
で
あ
っ
た
。
日

本
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
偽
っ
て
入
国
し
て
い
る
為
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
す
こ
し
詳
し
い
人
で
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
が
ド
イ
ツ

で
あ
る
の
で
ド
イ
ツ
人
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
の
ヴ
ュ

ル
ツ
ブ
ル
ク
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
領
、
そ
し
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
は

一
一
二
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ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
担
っ
て
い
る
時
代
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
シ
ー
ボ
ル
ト
が

ど
こ
に
所
属
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
実
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
・
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
か
ら
爵
位
を
貰
っ
て
い
る
以
上
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
に
所
属
し
て
い

る
と
い
う
の
が
一
番
正
し
い
の
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
著
作
「
日
本
」

（
日
本
、
日
本
と
そ
の
隣
国
及
び
保
護
国
蝦
夷
南
千
島
樺
太
、
朝
鮮
琉
球
諸

島
記
述
記
録
集
）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
か
ら
出
版
さ
れ
る
が
、
一
八
三

二
年
に
シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
の
著
作
の
宣
伝
の
為
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
、
皇
帝
フ

ラ
ン
ツ
二
世
、
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
な
ど
の
招
宴
に
出
席
し
た
。
こ
の
際
に

皇
帝
は
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
旧
爵
位
を
オ
ー
ス
ト
リ

ア
帝
国
の
爵
位
に
更
新
し
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ
サ
一
九
八
九
）。
実

は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
一
番
の
懸
念
事
項
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
授
か
っ
た

爵
位
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
終
了
し
た
後
に
も
有
効
で
あ
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
と
っ
て
は
最
高
の
待
遇
で
あ
っ

た
。一

八
二
九
年
に
日
本
追
放
に
な
っ
た
際
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
大
量
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
国
外
に
持
ち
出
し
た
。
生
物
標
本
は
主
に
オ
ラ
ン
ダ
の
学
際
都

市
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
帰
っ
た
八
放

サ
ン
ゴ
標
本
は
、
学
術
的
に
調
査
さ
れ
た
日
本
最
初
の
八
放
サ
ン
ゴ
と
な
っ

た
（
図
６
）。
し
か
し
こ
れ
ら
の
標
本
の
ラ
ベ
ル
に
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
、
こ
の
ラ
イ

図６ シーボルト採集日本産八放サンゴ標本。

(RMNH1743,Leiden,Netherlands).Pennatula fimbeata Herklot.採集者の項にP.F.Von
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デ
ン
出
身
の
医
者
で
植
物
学
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ャ
カ
ン
を
世
界

各
地
に
派
遣
し
て
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
植
物
を
ウ
ィ
ー
ン
に
持
ち
帰
ら
せ
よ
う

と
し
、
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
に
オ
ラ
ン
ダ
庭
園
を
造
ら
せ
て

い
る
（
マ
ル
ク
ス
一
九
八
七
）。
こ
の
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
は
、
皇
帝
フ

ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
が
生
ま
れ
、
没
し
た
場
所
で
あ
る
。

一
方
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
帝
国
図
書
館
に
は
日
本
の
稀

本
（
現
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
所
蔵
）
や
絵
画
、
古
銭
（
現
美
術
史
美

術
館
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
仲
介
し
た
（
米
倉
浩
司
・
梶
田
忠

（
二
〇
〇

三
｜
）（
二
〇
一
三
年
一
月
一
三
日
））。
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
商
会
を
組
織
し

て
、
日
本
産
植
物
の
輸
入
取
引
の
先
駆
け
と
な
り
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九

六
）、
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
マ
チ
ュ
ア
造
園
家
や
植
物
学
者
に
東
ア
ジ
ア
の
植
物

の
種
を
も
た
ら
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
著
作
「
日
本
植
物
誌
」（
一
八
三
七

年
）
の
中
で
、
日
本
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
一
種
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
（
ツ
ツ
ジ

科
ツ
ツ
ジ
属
、
筑
紫
石
楠
花
）
の
学
名
に
、
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
（
学
名：

R
h
o
d
o
d
en
d
ro
n m

ettern
ich
ii S

ieb
.et Z

u
cc.

ロ
ー
ド
デ
ン
ド
ロ
ン
・

メ
テ
ル
ニ
チ
イ
）
の
名
前
を
献
名
し
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ
サ
一

九
八
九
）。
た
だ
し
現
在
は
こ
の
名
前
は
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲR

h
o
d
o
d
en
-

d
ro
n ja

p
o
n
o
h
ep
ta
m
eru

m
 
K
ita
m
.
v
a
r.
ja
p
o
n
o
h
ep
ta
m
eru

m

の

シ
ノ
ニ
ム
（
先
に
記
載
さ
れ
て
い
た
種
類
の
も
の
と
同
種
）
と
さ
れ
て
い
る

（
米
倉
浩
司
・
梶
田
忠
（
二
〇
〇
三
｜
）（
二
〇
一
三
年
一
月
一
三
日
））。
シ

ー
ボ
ル
ト
の
標
本
の
ラ
ベ
ル
に
、
現
皇
帝
を
と
ば
し
て
、
皇
太
子
の
産
ま
れ

る
三
〇
年
も
前
の
標
本
が
皇
太
子
に
献
上
さ
れ
、
皇
帝
で
は
な
く
皇
太
子
の

名
前
が
記
さ
れ
る
と
い
う
事
は
考
え
が
た
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
生
物
標
本
は

ラ
イ
デ
ン
自
然
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
名
は

な
く
、
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
前
が
全
く
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
え
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
、
ル
ド
ル
フ
標
本
が
シ
ー
ボ
ル
ト
採
集
に

よ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。

Ｈ
・
Ｍ
・
Ｓ
・
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
世
界
一
周
調
査
航
海

一
八
五
三
年
に
米
国
の
ペ
リ
ー
が
日
本
を
米
国
船
の
捕
鯨
の
為
に
開
国
さ

せ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
も
一
八
五
〇
年
代
か
ら
東
ア
ジ
ア
遠
征
に
関

心
が
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
と
日
本
は
、
共
同
の
隣
国
を
持
っ
て
い

た
。
ロ
シ
ア
で
あ
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。
よ
っ
て
そ
の
後
の
日
露

戦
争
（
一
九
〇
四
｜
一
九
〇
五
年
）
で
の
日
本
の
勝
利
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

と
っ
て
非
常
な
る
刺
激
と
な
っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ
サ
一
九
八
九
）。

し
か
し
日
露
戦
争
以
前
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
皇
弟
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
大
公

の
メ
キ
シ
コ
で
の
射
殺
事
件
な
ど
で
そ
の
都
度
東
ア
ジ
ア
遠
征
計
画
は
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
他
の
西
欧
列
強
に
比
べ
て
東

ア
ジ
ア
進
出
が
は
る
か
に
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
（N

o
v
a
ra

）
に
よ
っ
て
一
八
五
八
｜
一
八

一
一
四
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五
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
世
界
一
周
調
査
航
海
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国

に
と
っ
て
最
初
の
海
洋
分
野
で
の
挑
戦
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
君
主
制
下

で
行
わ
れ
た
名
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
海
洋
学
に
関
し
て
は
海

流
を
調
査
す
る
と
い
う
目
的
を
か
か
げ
、
測
深
調
査
は
科
学
に
寄
与
し
た
こ

と
で
特
に
有
名
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
調
査
航
海
を
取
り

仕
切
り
、
ル
ド
ル
フ
の
教
師
を
や
っ
た
地
質
学
者
ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
タ
ー
と
も

う
一
人
の
動
物
学
者
、
ウ
ィ
ー
ン
帝
国
自
然
史
博
物
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

あ
っ
た
フ
ラ
ウ
エ
ン
フ
ェ
ル
ト（

G
eo
rg
 
R
itter v

o
n
 
F
ra
u
en
feld

）

が
責
任
者
で
あ
っ
た（

W
eb
 
R
ef.

7
N
o
v
a
ra
-E
x
p
ed
itio

n
;
W
eb

 
R
ef.

8
D
w
o
rsch

a
k
&
S
ta
g
l ）

。
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
は
二
一
〇
七
排
水
ト
ン

（d
isp
la
cem

en
t to

n

）、
三
五
立
方
フ
ィ
ー
ト
（
〇
・
九
九
〇
五
立
方
メ

ー
ト
ル
）
の
海
水
の
重
量
、＝

メ
ー
ト
ル
法
の
一
ト
ン
）
で
あ
っ
た
（W

eb
 

R
ef.

9
K
H
M
-N
o
v
a
ra
-E
x
p
ed
itio

n
,
2005

）。

一
八
五
七
年
四
月
三
〇
日
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
は
前
述
ト
リ
エ
ス
テ
港
か
ら
出

航
し
た
。
五
五
一
日
間
に
わ
た
る
航
海
は
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
イ

ン
ド
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
（W

eb
 
R
ef.

7
N
o
v
a
ra
-E
x
p
ed
itio

n

）。
こ
の
調
査
航
海
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

植
物
、
動
物
（
標
本
数
二
六
〇
〇
〇
）、
民
族
学
資
料
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
各
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
成
果
と
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
に
よ
る

世
界
一
周
旅
行

“T
h
e
 
A
u
stria

n
 
F
rig
a
te
 
N
o
v
a
ra
’s
 
Jo
u
rn
ey

 
a
ro
u
n
d th

e W
o
rld
”

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
一
八
六
一
｜
一
八
七
六
年

に
か
け
て
二
一
巻
に
わ
た
る
出
版
物
が
発
行
さ
れ
た
。
ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
タ
ー

に
よ
っ
て
一
七
世
紀
に
絶
滅
し
た
三
メ
ー
ト
ル
の
大
型
鳥
類
「
モ
ア
」
の
骨

格
標
本
が
初
め
て
科
学
的
に
記
載
さ
れ
た
の
も
こ
の
航
海
の
成
果
で
あ
っ
た

（W
eb R

ef. 7
N
o
v
a
ra
-E
x
p
ed
itio

n

）。
Ｈ
・
Ｍ
・
Ｓ
・
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
に

関
し
て
は
二
〇
〇
四
年
に
二
〇
ユ
ー
ロ
記
念
コ
イ
ン
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
の
弟
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
公
（
｜
一
八
六
七
）
が
海

軍
将
校
と
し
て
の
人
生
を
歩
み
始
め
た
の
は
、
こ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
「
ノ
ヴ

ァ
ラ
」
号
か
ら
で
、
メ
キ
シ
コ
遠
征
に
上
る
前
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
の
司

令
官
だ
っ
た
（
マ
ル
ク
ス
一
九
八
七
）。

こ
の
時
の
調
査
航
海
計
画
で
は
日
本
行
き
は
予
定
に
は
入
っ
て
い
た
。
一

八
五
六
年
の
地
理
学
協
会
あ
て
の
書
簡
で
は
「
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ

レ
ベ
ス
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
旅
行
を
更
に
遠
方
に
企
て
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
群
島

か
ら
清
国
日
本
ま
で
旅
行
を
延
長
す
べ
き
で
あ
る
。
帝
国
の
遠
征
隊
は
清
帝

国
と
日
本
に
近
づ
き
易
い
一
切
の
地
点
を
出
来
る
だ
け
広
範
囲
に
訪
れ
た
後

で
…
…
を
意
図
す
る
」
と
シ
ェ
ル
ツ
ァ
ー
は
書
い
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一

九
七
三
）
が
、
結
局
、
日
本
海
域
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
の
指

揮
官
だ
っ
た
ヴ
ュ
ラ
ー
ス
ト
ル
フ
は
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
航
海
の
後
に
一
八
六
〇

年
に
東
亜
遠
征
の
提
案
を
し
て
い
る
が
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）、
日
本

一
一
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で
の
本
格
的
な
東
亜
遠
征
が
行
わ
れ
る
に
は
ま
だ
日
奥
和
親
条
約
が
締
結
さ

れ
る
数
年
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
標
本
の
〞
日
本
〝
と
い
う
記
録
を
重
視
す
る
と
、
ル
ド
ル
フ
標

本
が
ノ
ヴ
ァ
ラ
号
航
海
で
採
集
さ
れ
た
可
能
性
は
非
常
に
低
い
。

ノ
ヴ
ァ
ラ
号
航
海
当
時
、
皇
室
の
船
と
し
て
有
名
な
も
の
と
し
て
は
、
皇

妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
が
好
ん
で
使
用
し
た
豪
華
ヨ
ッ
ト
〞
ミ
ラ
マ
ー
ル
号
〝
が

あ
っ
た
。
ミ
ラ
マ
ー
ル
と
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
近
郊
に
あ
っ
た
ア
ド
リ
ア
海

の
絶
壁
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
ミ
ラ
マ
ー
レ
城
館
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
館
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
弟
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
マ
ク
シ
ミ
リ

ア
ン
大
公
が
好
ん
だ
（
江
村
一
九
九
四
）。

一
八
六
〇
年
一
一
月
一
七
日
に
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇
后
が
、
最
初
の
長
期
転

地
療
養
と
し
て
マ
デ
イ
ラ
島
へ
行
っ
た
際
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
イ

ギ
リ
ス
王
室
の
大
型
豪
華
ヨ
ッ
ト
〞
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
号
〝
を

用
立
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
室
に
は
、
冬
の
大
西
洋

を
乗
り
切
れ
る
ほ
ど
頑
丈
な
ヨ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

申
し
出
を
受
け
て
い
る
（
プ
ラ
シ
ュ
ル＝

ビ
ッ
ヒ
ラ
ー
一
九
九
五
）。
こ
の

後
も
長
期
航
海
の
時
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
持
ち
船
を
改
造
し
た
汽
船

「
オ
ズ
ボ
ー
ン
」
号
を
使
っ
た
。
こ
の
時
は
ウ
ィ
ー
ン
を
一
一
月
一
七
日
に

発
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
か
ら
船
に
乗
っ
て
大
西
洋
を
南
下

し
、
マ
デ
イ
ラ
島
の
主
都
フ
ン
シ
ャ
ル
を
め
ざ
し
た
（
プ
ラ
シ
ュ
ル＝

ビ
ッ

ヒ
ラ
ー
一
九
九
五
）（
シ
ャ
ー
ト
一
九
九
八
）。
マ
デ
イ
ラ
か
ら
の
帰
途
、
皇

妃
は
セ
ビ
ー
リ
ャ
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
マ
リ
ョ
ル
カ
（
マ
ジ
ョ
ル
カ
）
に
立

ち
寄
り
、
地
中
海
を
東
進
し
て
ギ
リ
シ
ア
北
西
端
の
コ
ル
フ
島
（
ギ
リ
シ
ア

語
名
ケ
ル
キ
ラ
島
）
に
達
し
た
。
コ
ル
フ
島
の
ガ
ス
ト
ゥ
ー
リ
の
入
り
江
に

は
、〞
ミ
ラ
マ
ー
ル
号
〝
を
収
容
す
る
た
め
に
大
理
石
の
突
堤
が
築
か
れ
た

（
プ
ラ
シ
ュ
ル＝

ビ
ッ
ヒ
ラ
ー
一
九
九
五
）。
マ
デ
イ
ラ
島
で
マ
ン
ド
リ
ン
を

弾
く
シ
シ
ィ
（
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇
后
）
の
写
真
（
図
７
）
に
は
明
ら
か
に
ル

ド
ル
フ
標
本
と
同
じ
仲
間
の
八
放
サ
ン
ゴ
が
写
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ル
ド
ル

フ
の
標
本
（
日
本
・
太
平
洋
）
と
は
異
な
る
大
西
洋
の
種
類
で
あ
り
、
写
真

か
ら
実
際
に
種
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
お
そ
ら
く
漁
船
な
ど
で
混

獲
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
水
深
が
深
い
と
こ
ろ
の
サ
ン
ゴ
で

あ
る
と
思
う
。

一
八
六
九
年
日
英
国
交
樹
立

一
八
六
八
年
、
二
隻
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
「
ド
ナ

ウ
」
号
と
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
公
」
号
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

領
ト
リ
エ
ス
テ
の
港
（
現
イ
タ
リ
ア
北
東
部
に
あ
る
フ
リ
ウ
リ＝

ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
州
の
州
都
）
か
ら
初
め
て
の
東
亜
遠
征
を
目
的
と
し
て
帆

を
上
げ
た
。
当
時
の
船
は
蒸
気
と
帆
を
併
用
し
て
い
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九

一
一
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七
三
、
二
〇
〇
九
）。
ウ
ィ
ー
ン
｜
ト
リ
エ
ス
テ
間
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
南
部
鉄
道
が
一
八
五
七
年
に
完
成
し
て

い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ
サ
一
九
八
九
）
こ
と
か

ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
鉄
道
経
由
で
ト
リ
エ
ス
テ
に
向
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ト
リ
エ
ス
テ
は
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し

た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
重
要
な
港
湾
都
市
で
あ
り
、

現
在
は
イ
タ
リ
ア
海
軍
の
基
地
と
な
っ
て
お
り
一
三
八

二
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
崩
壊
す
る
一
九
二
〇
年
ま
で
の
約
五

四
〇
年
間
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の

ト
リ
エ
ス
テ
の
名
前
を
冠
し
た
有
名
な
も
の
と
し
て
、

ス
イ
ス
で
設
計
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
潜
水
艇
ト
リ
エ
ス

テ
号
（T

rieste

）
が
あ
る
。
地
球
上
で
最
も
深
い
マ

リ
ア
ナ
海
溝
深
度
約
一
〇
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に

達
し
た
最
初
の
、
そ
し
て
二
〇
一
二
年
ま
で
は
唯
一
の

有
人
記
録
を
持
つ
潜
水
艇
で
あ
っ
た
。

一
八
六
九
年
九
月
、「
ド
ナ
ウ
」
号
と
「
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
大
公
」
号
は
、
喜
望
峰
廻
り
の
コ
ー
ス
か
ら
特
命

公
使
の
海
軍
大
将
ア
ン
ト
ン
・
フ
ォ
ン
・
ペ
ッ
ツ
を
乗

せ
て
長
崎
に
寄
港
し
、
一
〇
月
一
八
日
に
、
東
京
で

図７ ポルトガル、マデイラ島で女官（後列）及び姉ヘレーネ（前列）に囲まれるエ
リザベート（中央）。写真の下部に写っている樹状のものが、今回のルドルフ標本と
同じ仲間の八放サンゴである。

ウィーン市歴史博物館。Credit photographieques:Musee historique de la ville,Vienne
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「
和
親
通
商
航
海
条
約
」
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
｜
日
本
間
で
締
結
さ
れ
た
。
海

軍
大
将
の
職
務
指
令
と
し
て
は
遠
征
の
軍
事
的
性
格
を
厳
重
に
抑
え
、
商
業

上
の
利
益
を
一
番
の
目
的
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一

九
七
三
、
二
〇
〇
九
）。
ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
し
た
の
は
こ
の
年
（
一
八
六

九
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
ト
リ
エ
ス
テ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
ま
で
頻
繁
に
往
復
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
東
洋
航
路
の
絶
世
期
を
迎
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

製
品
を
輸
出
す
る
市
場
と
し
て
東
洋
へ
施
設
を
派
遣
す
る
の
に
意
欲
的
で
あ

っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
二
〇
〇
九
）。
交
渉
団
の
中
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
極
東
調
査
団
（
一
八
六
八
｜
一
八
七
一
年
）
が
含
ま
れ
て
お

り
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ
サ
一
九
八
九
）、
第
一
事
務
官
兼
商
業
学
術
係

長
の
商
務
省
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ル
ツ
ァ
ー
と
彼
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
経

済
関
係
の
資
料
や
、
博
物
館
用
の
品
を
収
集
す
る
任
務
の
専
門
家
七
名
が
い

た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
、
二
〇
〇
九
）。
調
査
団
は
日
本
で
芸
術
作
品

収
集
し
て
お
り
、
現
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
応
用
美
術
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
博
物
館
の
通
信
員
と
し
て
働
い
た
の
が
前
述
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
二
人
の
息
子
で
、
二
人
の
仲
介
に
よ

り
日
本
の
万
博
展
示
品
（
一
八
七
三
年
）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
芸
術
作
品
を

交
換
し
た
り
、
展
示
品
を
購
入
し
た
り
し
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ

サ
一
九
八
九
）。
兄
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
既
に
日
本
に
お
り
、
外
務
省
の

顧
問
と
し
て
一
八
六
七
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
幕
府
派
遣
の
使
節
団
と
と

も
に
滞
欧
し
、
こ
の
和
親
通
商
航
海
条
約
交
渉
の
際
に
も
日
本
側
か
ら
オ
ー

ス
ト
リ
ア
施
設
の
上
陸
に
同
行
し
た
。
ま
た
こ
の
際
の
天
皇
謁
見
の
際
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
使
節
の
ド
イ
ツ
語
を
明
治
天
皇
に
通
訳
し
た
の
も
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
日
本
と
の
条
約
交
渉
の
際
へ
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
皇
帝
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
へ
の
感
謝
の
文
書
が
残
っ
て
い
る
（
パ
ン
ツ

ァ
ー
一
九
七
三
）。
一
方
、
次
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は

兄
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
後
を
追
っ
て
一
八
六
九
年
に
来
日
し
、
一
八
七
二
年

か
ら
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
日
本
代
表
部
に
臨
時
通
訳
見
習

い
と
し
て
雇
わ
れ
日
奥
修
好
通
商
条
約
の
批
准
交
渉
の
際
に
通
訳
を
務
め

た
。
そ
の
後
同
公
使
館
の
通
訳
官
と
な
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三；

ク
ラ

イ
ナ
ー
一
九
九
六in

シ
ー
ボ
ル
ト
）。
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
一
八
七
一

年
に
大
蔵
省
の
代
表
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
最
初
の
銀
行
券
の
印
刷
に

立
ち
会
っ
て
い
る
（K

o
rn
er
1967

in

ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六in

シ
ー
ボ

ル
ト
）。
条
約
の
調
印
の
帰
路
は
、
今
度
は
完
成
し
て
い
た
ス
エ
ズ
運
河
経

由
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
帰
っ
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。
こ
の
時

の
日
奥
条
約
は
、
西
欧
諸
国
に
と
っ
て
非
常
に
有
利
で
、
一
方
日
本
に
と
っ

て
は
最
悪
の
条
件
の
条
約
で
、
不
平
等
条
約
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
名
誉
の
た
め
に
付
け
加
え
る
と
、
こ
の
条
約
は
大
英
帝
国
公
使
ハ
リ

ー
・
パ
ー
ク
ス
が
条
約
の
後
ろ
盾
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
列
強
の
利
点

一
一
八
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確
保
に
忠
実
に
な
る
よ
う
推
進
し
た
。
こ
れ
は
、
本
来
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の

意
図
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
自
身
の
官
吏
が

日
本
に
赴
任
し
て
く
る
ま
で
は
、
英
国
の
領
事
館
員
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
事

の
職
務
を
代
行
す
る
と
い
う
協
定
が
こ
の
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
と
結
ば
れ
た

（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。

一
八
六
九
年
の
明
治
天
皇
謁
見
の
際
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
皇
帝
（
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
）
か
ら
は
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
社
の

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
の
大
理
石
の
立
像
、
ク
リ
ス
タ

ル
・
グ
ラ
ス
の
花
瓶
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
製
の
馬
具
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
の
コ
イ
ン
と
写
真
集
が
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
、
二
〇
〇
九
）、

明
治
天
皇
か
ら
は
返
礼
と
し
て
、
漆
器
、
古
い
青
銅
器
と
、
太
刀
一
振
り

（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）、
木
版
画
と
陶
磁
器
を
贈
ら
れ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー

二
〇
〇
九
）。

こ
の
年
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
北
極
調
査
航
海
（
一
八
六
九
｜
一
八
七

四
年
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。

実
際
に
国
交
が
樹
立
さ
れ
、
公
式
の
来
日
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

の
年
代
か
ら
、
日
本
産
標
本
が
採
集
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
考
え
る
の
が
最

も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

一
方
明
治
政
府
の
方
も
、
近
代
国
家
建
設
の
為
に
お
雇
い
外
国
人
を
次
々

と
招
聘
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
は
基
本
的
に
医
学
系
と
音
楽
系
が
招
聘

さ
れ
た
。
一
八
七
二
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
医
者
、
Ｆ
・
Ａ
・
ユ
ン
カ
ー
・
フ

ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
グ
博
士
の
指
導
に
よ
り
京
都
府
立
医
科
大
学
が
創
立
さ
れ
、

彼
も
教
鞭
を
と
っ
た
。
ま
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
医
学
を
学
び
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
館
付
医
官
と
し
て
来
日
し
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ

ン
・
ロ
ー
レ
ッ
ツ
博
士
（A

lb
rech

t V
o
n
 
R
o
retz,

1846-1884

）
も
、

一
八
七
六
年
愛
知
県
公
立
医
学
校
（
現
名
古
屋
大
学
医
学
部
）、
一
八
八
〇

年
石
川
県
立
金
沢
医
学
校
（
現
金
沢
大
学
医
学
部
）、
山
形
県
の
済
生
館
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
二
〇
〇
九
）。
彼
ら
は
自
然
科
学
の
分

野
で
も
標
本
採
集
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
博
物
館
に
残
さ
れ
て
い
る

八
放
サ
ン
ゴ
標
本
に
彼
ら
の
名
前
は
残
っ
て
い
な
い
。
も
し
標
本
が
あ
れ

ば
、
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
（
一
八
七
三
年
五
｜
一
一
月
）

ウ
ィ
ー
ン
と
日
本
の
関
係
が
一
気
に
近
づ
い
た
の
は
、
一
八
七
三
年
の
ウ

ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で
あ
る
。
年
代
的
に
も
ル
ド
ル
フ
標
本
の
一
八
七
五
年

と
合
致
す
る
。

一
八
七
二
年
一
月
二
日
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
駐
日
公
使
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
フ
ォ
ン
・
カ
リ
ー
ツ
ェ
（H

ein
rich F

reih
err v

o
n C

a
lice

）
が
フ

ァ
ザ
ー
ナ
号
に
よ
り
訪
日
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
か
ら
明

一
一
九
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治
天
皇
へ
の
日
本
の
万
博
参
加
を
希
望
す
る
親
書
を
渡
し
て
い
る
。
こ
の
時

の
万
博
日
本
委
員
団
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
使
節
団
と
逆
の
経
路
を
辿
り
ト
リ

エ
ス
テ
で
船
を
降
り
て
ウ
ィ
ー
ン
に
や
っ
て
き
て
い
る
。
万
博
の
日
本
部
門

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
は
名
古
屋
城
の
金
の
鯱
で
あ
っ
た
。
万
博
を
オ
ー

ス
ト
リ
ア
か
ら
日
本
へ
の
貿
易
を
更
に
活
性
化
さ
せ
る
機
会
と
し
て
、
ウ
ィ

ー
ン
の
商
人
は
「
東
洋
な
ら
び
に
極
東
委
員
会
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
委
員

会
は
一
九
七
四
年
に
、
正
式
に
「
東
洋
貿
易
経
済
会
社
」
と
な
り
、「
東
方

（
東
洋

）
博
物
館
」
を
設
立
し
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆
ク
レ
イ
サ
一
九
八

九
）。
こ
の
万
博
で
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
と
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇
后

も
五
月
五
日
に
プ
ラ
ー
タ
ー
の
日
本
庭
園
に
行
幸
し
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー

一
九
七
三
）。

こ
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
年
の
夏
に
は
岩
倉
具
視
を
は
じ
め
と
す
る
岩
倉
使

節
団
も
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
て
い
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
二
〇
〇
九
）。
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
次
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
ウ
ィ

ー
ン
万
国
博
覧
会
準
備
委
員
会
に
日
本
政
府
の
連
絡
員
と
し
て
起
用
さ
れ
て

お
り
万
博
の
間
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
し
た
。
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
岩
倉
使

節
団
と
ウ
ィ
ー
ン
の
日
本
公
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七

三
）。
博
覧
会
で
展
示
し
た
出
品
物
の
大
半
を
日
本
政
府
が
売
買
す
る
の
に

あ
た
っ
て
二
人
は
尽
力
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
一
八
六
九
年
か
ら
、
ハ

イ
ン
リ
ヒ
は
一
九
七
二
年
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
美
術
及
び
産
業
博
物
館

（o
sterr.

M
u
seu

m
 
fu
r K

u
n
st u

n
d
 
In
d
u
strie

）（
現
在
の
国
立
工
芸

美
術
館M

u
seu

m
 
fu
r a

n
g
ew
a
n
d
te K

u
n
st,

W
ien

）
の
特
派
員
で
あ

っ
た
の
で
、
主
な
展
示
物
を
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の
ウ
ィ
ー
ン
東

洋
博
物
館
（O

rien
ta
lisch

es M
u
seu

m

）
も
主
な
展
示
物
を
譲
渡
さ
れ

た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
際
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学

博
物
館
（M

u
seu

m
 
fu
r V

o
lk
erk

u
n
d
e,
L
eip
zig

）
の
特
派
員
で
も
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
博
物
館
も
展
示
物
を
購
入
出
来
た
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九

六in

シ
ー
ボ
ル
ト
）。
こ
の
万
博
の
後
、
一
九
七
四
年
に
日
本
に
戻
り
、
公

使
館
付
き
の
員
外
通
訳
官
を
務
め
た
。
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
八
九
年
ま
で

ウ
ィ
ー
ン
の
外
務
大
臣
あ
て
の
報
告
を
担
当
し
、
一
八
九
一
年
か
ら
一
八
九

四
年
ま
で
臨
時
総
領
事
代
理
で
あ
っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。

一
八
七
三
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
日
本
遠
征
隊
が
ま
た

行
わ
れ
た
。
主
と
し
て
商
業
上
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
実
際
上
の
仕
事
と
目

標
に
は
学
問
上
の
課
題
も
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヨ
ー
ハ
ン
・
ク
サ
ン
ト

ゥ
ス
と
ラ
ン
ゾ
ネ
ー
男
爵
は
動
物
学
と
民
族
学
の
研
究
を
引
き
受
け
て
い

る
。
ク
サ
ン
ト
ゥ
ス
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ペ
シ
ュ
ト
の
国
立
博
物
館
の
た
め
の

博
物
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
う
け
お
っ
て
い
た
が
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七

三
）、
こ
の
あ
た
り
で
ル
ド
ル
フ
へ
の
サ
ン
ゴ
標
本
が
採
集
さ
れ
た
可
能
性

は
と
て
も
高
い
。
そ
の
他
に
も
、
ベ
ラ
・
セ
ー
チ
ェ
ニ
ィ
伯
爵
と
オ
ー
ス
ト

一
二
〇
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リ
ア＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
陸
軍
中
尉
グ
ス
タ
フ
・
ク
ラ
イ
ト
ナ
ー
は
、
一
八

七
三
年
六
月
に
長
崎
に
着
い
た
。
そ
の
後
神
戸
、
有
馬
温
泉
、
大
阪
、
京

都
、
富
士
山
、
東
京
ま
で
同
行
し
、
セ
ー
チ
ェ
ニ
ィ
は
日
光
、
京
都
、
ク
ラ

イ
ト
ナ
ー
は
北
海
道
、
室
蘭
、
札
幌
、
小
樽
へ
と
旅
立
っ
て
い
る
（
パ
ン
ツ

ァ
ー
一
九
七
三
）。

そ
の
他
に
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
と
一
八
七
五
年
、
コ
ル
ヴ
ェ

ッ
ト
艦
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
公
号
が
世
界
周
航
の
途
次
横
浜
に
投
錨
し
て
い

る
。
艦
長
は
ト
ー
ビ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
エ
ー
ス
タ
ー
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
海
軍
大
佐

で
あ
り
、
彼
が
横
浜
で
金
星
の
太
陽
面
通
過
を
観
測
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で

あ
っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。
一
行
中
の
砲
台
指
揮
官
の
海
軍
少
佐

ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
レ
ー
ネ
ル
ト
は
、
明
治
天
皇
に
拝
謁
す
る
た
め
浜
離

宮
を
訪
れ
、
見
聞
録
を
残
し
て
い
る
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
ａ
、
パ
ン
ツ

ァ
ー
一
九
七
三
）。
こ
の
船
も
時
期
的
に
ル
ド
ル
フ
標
本
を
採
集
し
た
時
期

と
重
な
る
が
、
も
と
も
と
学
術
目
的
で
は
な
い
航
海
で
、
自
然
科
学
系
の
調

査
目
的
の
学
者
が
乗
船
し
て
い
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

実
は
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
に
は
ル
ド
ル
フ
の
他
に
も
ド
ラ
ー
シ
ェ

（D
ra
sch

e

）
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
標
本
が
三
点
あ
る
。

N
H
M
W
2435

(A
.
N
.
1822）

E
u
plexau

ra cu
rvata K

u
k
en
th
a
l,
T
Y
P
E
;

N
H
M
W
2426

(A
.
N
.
1817）

M
elitod

es flabbellifera K
u
k
en
th
a
l.
T
Y
P
E
;

N
H
M
W
8047

A
cabaria

 
japon

ica
 

E
n
o
sh
im
a
,
G
esch

en
k d

es F
reih

errn D
r.
R
ich
a
rd v

.
D
ra
sch

e.

の
三
つ
で
あ
る
。

ド
ラ
ー
シ
ェ
の
名
前
は
、
実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
日
本
の
八
放
サ
ン
ゴ
類
の
標
本
採
集
者
と
し
て
し
ば
し
ば
見
か
け
る
リ
ヒ

ャ
ル
ト
・
ド
ラ
ー
シ
ェ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
テ
ィ
ン
ベ
ル
ク
男
爵
の
こ
と
で

あ
り
、
有
名
な
学
者
と
工
業
化
一
門
の
出
身
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
か
ら
一

八
七
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
極
東
研
究
の
旅
の
途
上
で
日
本
の
首
府
（
東

京
）
を
調
査
し
た
。
帰
国
後
ド
ラ
ー
シ
ェ
は
、
収
集
品
を
自
然
誌
宮
廷
博
物

館
に
寄
贈
し
た
。
ド
ラ
ー
シ
ェ
は
、
医
師
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー

レ
ッ
ツ
博
士
と
研
究
旅
行
を
し
て
い
る
。
ロ
ー
レ
ッ
ツ
博
士
は
名
古
屋
に
解

剖
学
と
法
医
学
の
施
設
を
創
立
し
、
丸
四
年
間
名
古
屋
に
滞
在
し
た
。
ロ
ー

一
二
一
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レ
ッ
ツ
博
士
の
弟
子
の
日
本
人
医
師
に
後
藤
新
平
が
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一

九
七
三
）。
ド
ラ
ー
シ
ェ
の
調
査
・
採
集
の
方
向
性
は
、
ま
さ
に
ル
ド
ル
フ

標
本
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
に
お

い
て
も
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
物
館
に
お
い
て
も
ド
ラ
ー
シ
ェ
標
本
は
、
ド

ラ
ー
シ
ェ
が
採
集
者
と
し
て
標
本
ラ
ベ
ル
か
カ
タ
ロ
グ
（
台
帳
）
に
記
録
さ

れ
て
、
は
っ
き
り
と
判
別
可
能
で
あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
標
本
も
今
回

の
ル
ド
ル
フ
標
本
と
は
異
な
り
、
し
っ
か
り
と
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。ル

ド
ル
フ
標
本
は
、
ほ
ぼ
未
整
理
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
ド
ラ
ー
シ
ェ
の
名

が
残
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
、
ド
ラ
ー
シ
ェ
の
採
集
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
一
八
七
五
年
に
到
る
い
く
つ
も
の
日
本
の
採
集
調
査
を
あ
げ
て

き
た
が
、
最
も
あ
り
う
る
も
の
が
一
八
七
三
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ

リ
ー
日
本
遠
征
隊
で
あ
る
。
担
当
し
た
ヨ
ー
ハ
ン
・
ク
サ
ン
ト
ゥ
ス
と
ラ
ン

ゾ
ネ
ー
男
爵
の
名
は
ル
ド
ル
フ
標
本
の
ラ
ベ
ル
及
び
カ
タ
ロ
グ
に
は
残
さ
れ

て
い
な
い
が
、
同
時
に
複
数
の
生
物
標
本
が
採
集
さ
れ
、
未
整
理
の
ま
ま
現

在
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
明
ら
か
な
証
拠

は
今
回
の
資
料
か
ら
は
み
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
と
日
本

ル
ド
ル
フ
の
標
本
の
採
集
及
び
記
録
の
一
八
七
五
年
以
降
も
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
日
本
と
関
係
を
持
ち
続
け
た
。

一
八
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
動
物
学
者
、
か
つ
東
京
大
学
法
理
文
学
部

生
物
学
科
教
授
の
お
雇
い
外
国
人
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー

ス
が
、
横
浜
か
ら
品
川
に
向
か
う
列
車
の
左
側
の
窓
か
ら
大
森
貝
塚
を
発
見

し
た
。
同
年
一
〇
月
九
日
、
約
二
五
〇
〇
年
前
の
縄
文
後
期
・
晩
期
の
大
森

貝
塚
の
発
掘
を
大
規
模
に
開
始
し
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）、S

h
ell

 
M
o
u
n
d
s
 
o
f O

m
o
ri （

M
em
o
irs
 
o
f th

e
 
S
cien

ce
 
D
ep
a
rtm

en
t,

U
n
iv
ersity o

f T
o
k
io
,
Ja
p
a
n
,
V
o
lu
m
e
1,
P
a
rt
1）

及
び
「
大
森
介

墟
古
物
編
」（
東
京
大
学
法
理
文
学
部
印
行
「
理
科
会
粋
第
一

上
冊
」）
で

発
表
し
た
。
モ
ー
ス
が
発
見
し
た
の
と
同
じ
一
八
七
七
年
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
次
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー

ボ
ル
ト
（
通
称
小
シ
ー
ボ
ル
ト
）
が
同
大
森
貝
塚
の
発
掘
に
着
手
し
て
い

た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
実
際
に
は
日
本
語
を
習
得
し
て
い
た
と
は
い
え
、
漢

字
は
読
め
ず
、
翻
訳
者
と
し
て
は
い
ま
い
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る

（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
ｂ
）。
彼
は
大
学
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を

補
う
た
め
日
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
代
償
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
国
立
博
物
館

館
長
イ
ェ
ン
ス
・
Ｊ
・
ヴ
ォ
ル
セ
ー
（Jen

s Ja
co
b A

.W
o
rsa

ee

）
に
教

え
を
乞
う
た
り
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
先
史
学
博
物
館
、
ウ
ィ
ー
ン
民
族
学
博
物

一
二
二
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館
に
も
贈
っ
た
り
し
て
い
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
発
掘
に
つ
と
め
た
貝
塚
は
七

ヵ
所
あ
り
、
う
ち
二
ヵ
所
は
、
当
時
の
お
雇
い
外
国
人
の
ド
イ
ツ
の
地
質
学

者
ナ
ウ
マ
ン
（
ナ
ウ
マ
ン
象
に
名
前
を
残
す
）
が
発
見
し
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に

よ
る
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
「
任
せ
た
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（S

ieb
o
ld

1879a
:
231

in

ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
ｂ
）。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
休
暇
な
ど

を
利
用
し
て
モ
ー
ス
よ
り
も
多
く
の
貝
塚
を
発
掘
し
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
調

査
な
ど
も
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
前
述
の
ク
ラ
イ
ト
ナ
ー
に
同
行
し
た
休

暇
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。
論
文
も
自
費
出
版

し
て
い
た
が
、
学
説
と
し
て
は
父
シ
ー
ボ
ル
ト
の
見
解
を
受
け
継
い
だ
も
の

で
あ
っ
た
。
モ
ー
ス
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
論
文
の
意
義
を
考
古
学
的
に
高
く
評
価

し
た
も
の
の
、
学
問
的
な
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
論
文
」
と
し

て
の
論
理
構
造
や
体
裁
に
不
備
及
び
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
原
田
一
九
九
六
ｂ
）。
実
際
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
残
し
た
論
文
は
、
紀
行
文
と
し

て
は
と
も
か
く
、
論
文
と
し
て
は
稚
拙
な
出
来
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
結

局
は
専
門
知
識
を
持
ち
本
業
で
研
究
を
行
っ
た
モ
ー
ス
と
異
な
り
、
学
問
を

完
遂
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
ａ
ｂ
）。

前
述
し
た
と
お
り
、
一
八
六
九
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国

と
明
治
政
府
は
修
好
通
商
条
約
を
結
ん
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ

ー
帝
国
は
日
本
に
と
っ
て
最
後
の
条
約
締
結
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
悪
の

不
平
等
条
約
を
結
ん
だ
相
手
と
な
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
一
八
六
九
年

（
明
治
二
年
）
に
締
結
さ
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
の
為
の
一
八
八
六
年

（
明
治
一
九
年
）
に
条
約
改
正
会
議
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
顧
問
と
通
訳
の

二
役
で
出
席
し
、
兄
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本

代
表
団
の
一
員
と
し
て
、
外
務
大
臣
井
上
馨
の
顧
問
を
務
め
た
（
ク
ラ
イ
ナ

ー
一
九
九
六
ａ
）。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
ま
た
、
英
国
公
使
館
通
訳
と
し
て

も
勤
務
し
て
い
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。

一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
か
ら
一
八
八
一
年
ま
で
の
二
年
間
、
ド
イ

ツ
の
動
物
学
者
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ド
ゥ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
（
デ
ー
デ
ル
ラ
イ

ン
）
が
日
本
の
東
京
大
学
医
学
部
の
お
雇
い
外
国
人
講
師
を
つ
と
め
、
の
ち

に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
及
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
を
つ
と
め
た
。
デ

ー
デ
ル
ラ
イ
ン
は
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
奄
美
を
採
集
調
査
旅
行

に
訪
れ
た
。
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
は
奄
美
研
究
旅
行
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ａ
Ｇ
（
ド

イ
ツ
東
ア
ジ
ア
協
会
）
の
機
関
誌M

itteilu
n
g
en
 
d
er D

eu
tsch

en
 

G
esellsch

a
ft fu

r N
a
tu
r -
u
n
d V

o
lk
erk

u
n
d
e O

sta
sien

s.
B
d
.
3,

N
r.
23,

1881

及
び
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
のD

a
s
 
A
u
s-

la
n
d
,
B
d
.
54,

N
r.
27

で
発
表
し
て
い
る
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
）。
デ

ー
デ
ル
ラ
イ
ン
の
学
術
調
査
は
日
本
の
海
産
無
脊
椎
動
物
相
を
広
く
網
羅
し

た
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
博
物
館
（
フ
ラ
ン

ス
）、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
博
物
館
（
ド
イ
ツ
）
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て

一
二
三
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い
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
と
の
関
係
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
防
大
臣
マ
ッ
ク
ス
・

ダ
ウ
ブ
レ
ス
キ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
テ
ル
ネ
ッ
ク
提
督
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
海
軍
の
定
期
的
な
東
ア
ジ
ア
海
域
派
遣
を
開
始
し
た
（
ク

ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
）。
彼
本
人
は
、
日
本
旅
行
に
行
く
こ
と
自
体
は
出
来

な
か
っ
た
が
、
彼
の
指
揮
下
の
艦
船
が
海
外
の
海
岸
で
商
業
上
の
研
究
航
海

を
行
う
こ
と
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
海
外
貿
易
を
援
助
し
た
（
パ
ン
ツ
ァ

ー
一
九
七
三
）。
八
五
年
か
ら
一
八
八
六
年
に
か
け
て
軍
艦
の
バ
ー
ク
ス
ク

ー
ナ
ー
船
ナ
ウ
テ
ィ
ル
ス
号
が
ア
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
三
ヵ
月
以
上
日
本
に

滞
在
し
た
。
続
い
て
一
八
八
七
年
に
は
ア
ウ
ロ
ー
ラ
号
が
函
館
か
ら
宮
古
経

由
で
横
浜
ま
で
航
海
し
た
。
こ
れ
ら
の
船
の
い
く
つ
か
は
、
動
物
学
、
植
物

学
、
民
族
学
の
資
料
を
集
め
、
そ
れ
ら
は
ウ
ィ
ー
ン
の
自
然
誌
博
物
館
に
所

蔵
さ
れ
た
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。

浜
離
宮
が
延
遼
館
と
な
っ
て
か
ら
最
初
の
貴
賓
の
ひ
と
り
に
、
レ
オ
ポ
ル

ト
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
が
い
る
。
海
軍
士
官
候
補
生
と
し
て
一
八
八

七
年
（
明
治
二
〇
年
）、
東
ア
ジ
ア
を
目
指
し
て
、
ポ
ー
ラ
（
ク
ロ
ア
チ
ア

の
都
市
）、
元
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
軍
港
を
出
航
し
た
コ

ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
フ
ァ
ザ
ー
ナ
号
で
軍
務
を
務
め
た
。
フ
ァ
ザ
ー
ナ
号
は
、
開

港
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
沖
縄
の
那
覇
港
に
入
港
し
一
八
八
八
年
（
明
治
二

一
年
）
に
士
官
を
上
陸
さ
せ
て
い
る
。
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト

は
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
に
横
浜
に
上
陸
し
浜
離
宮
内
の
延
遼
館

で
歓
待
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
延
遼
館
で
の
記
録
に
も
小
シ
ー
ボ
ル
ト
（
ハ
イ

ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
）
が
同
席
し
て
い
る
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九

九
六
ａ
、
パ
ン
ツ
ァ
ー
一
九
七
三
）。

一
八
八
九
年
の
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
の
死
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
帝
位
継
承
者

と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
が
、
一
八
九
三
年
（
明
治

二
六
年
）
に
世
界
一
周
旅
行
の
途
上
で
、
戦
艦
「
カ
イ
ゼ
リ
ン
・
エ
リ
ザ
ベ

ー
ト
」
号
で
、
日
本
を
訪
問
し
た
（
マ
ル
ク
ス
一
九
八
七
、
パ
ン
ツ
ァ
ー
二

〇
〇
九
、
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六
）。
一
八
九
二
年
か
ら
一
八
九
三
年
の
水

雷
巡
洋
艦
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇
后
号
に
よ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト

大
公
（
一
八
六
三
｜
大
正
三
年
）
の
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
各
海
域
の
巡

航
は
、
海
軍
に
対
し
洋
上
航
海
訓
練
の
機
会
を
多
く
与
え
、
海
洋
研
究
の
契

機
に
し
た
い
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
が
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
、
述

べ
て
い
る
（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
一
八
九
六
）。
更
な
る
目
的

と
し
て
、
遠
洋
派
遣
を
機
に
君
主
制
を
不
動
の
も
の
と
し
、
商
業
政
策
上
の

権
益
獲
得
を
有
利
に
推
し
進
め
た
い
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
（
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
一
八
九
六
）。
船
の
名
称
は
も
ち
ろ
ん
、
皇
妃
エ
リ
ザ

一
二
四
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ベ
ー
ト
に
ち
な
ん
で
い
る
。

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
（
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
領
。
現
イ
タ
リ
ア
北
東
部
の
港
湾
都
市
）
か
ら
出
航
し
、
ス

エ
ズ
運
河
か
ら
紅
海
に
抜
け
、
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
に
向
か
い
、
更

に
イ
ン
ド
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ

ル
ネ
オ
、
香
港
、
広
東
を
経
由
し
て
、
最
後
に
日
本
に
寄
港
し
た
（
ク
ラ
イ

ナ
ー
一
九
九
六；

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九
六
）。
こ
の
時
、
ウ

ィ
ー
ン
自
然
史
博
物
館
学
芸
員
助
手
の
男
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ロ
レ
ン
ツ
・

フ
ォ
ン
・
リ
ブ
ル
ナ
ウ
博
士
、
剥
製
製
作
者
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ホ
デ
ク
、
お

か
か
え
猟
師
フ
ラ
ン
ツ
・
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
が
参
加
し
て
い
る
（
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九
六
）。
た
だ
し
サ
ン
ゴ
類
の
標
本
は
ウ
ィ
ー
ン
自
然

史
博
物
館
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
海
産
生
物
の
採
集
は
行
わ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
八
月
二
日：

長
崎
に
来
航
、
熊
本
の
三
角

港
経
由
で
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
は
三
週
間
日
本
に
滞
在

（
一
回
目
の
日
本
寄
港
）
し
た
（
マ
ル
ク
ス
一
九
八
七
、
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九

九
六
）。
長
崎
入
港
時
に
は
、
港
内
に
日
本
の
護
衛
艦
が
停
泊
し
、
旗
艦

「
厳
島
」「
松
島
」「
高
雄
」「
高
千
穂
」「
開
聞
」「
葛
城
」「
八
重
山
」
が
迎

え
た
。
こ
れ
ら
日
本
艦
は
最
新
鋭
の
構
造
と
船
舶
技
術
と
砲
備
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九
六
）。
当
時
の
日
本
は
、

総
ト
ン
数
五
五
〇
五
三
、
総
馬
力
七
九
六
九
四
、
大
砲
総
数
四
三
九
門
、
総

兵
員
数
六
八
一
五
名
を
擁
す
る
軍
艦
五
五
隻
を
持
っ
て
い
た
（
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九
六
）。
当
時
の
日
本
海
軍
に
関
し
て
、
日
本
は
、
海

軍
の
形
成
を
周
到
に
意
図
し
て
お
り
、
海
軍
兵
学
校
は
め
ざ
ま
し
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九

六
）。八

月
二
三
日
横
浜
で
は
ま
た
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

横
浜
領
事
代
理
の
シ
ー
ボ
ル
ト
男
爵
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル

ト
）
が
同
行
し
た
（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九
六
）。
八
月
二
五

日
ま
で
浜
離
宮
に
滞
在
し
た
が
、
こ
の
間
に
ま
た
も
や
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
案
内

役
を
し
、
東
京
・
上
野
に
行
き
遊
興
し
た
と
い
う
（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
、

フ
ラ
ン
ツ
一
八
九
五
／
一
八
九
六；

K
o
rn
er
1967

:
540

in

ク
ラ
イ
ナ
ー

一
九
九
六
ｂ
）。

滞
在
中
、
収
集
に
熱
狂
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
が
贈
り
物
や
購
入
し
た

物
品
は
、
民
族
学
上
の
資
料
一
八
〇
〇
〇
、
自
然
科
学
上
の
資
料
一
四
〇
〇

〇
、
計
約
三
二
〇
〇
〇
点
も
及
び
、
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
民
族
博
物
館
の
日
本

部
門
の
ほ
と
ん
ど
の
所
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ウ
ィ
ー
ン
自
然

史
博
物
館
の
学
芸
員
助
手
フ
ォ
ン
・
リ
ブ
ル
ナ
ウ
博
士
に
よ
り
整
理
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
帰
還
後
、
一
八
九
四
年
（
明
治
七
年
）
に
ウ
ィ
ー
ン
・
ベ
ル

ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮
殿
で
一
八
〇
〇
〇
点
ほ
ど
が
展
覧
会
で
一
般
公
開
さ
れ
た

一
二
五
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（
パ
ン
ツ
ァ
ー
二
〇
〇
九；

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
八
九
五
／
九
六
）。

九
月
一
六
日：

横
須
賀
か
ら
横
浜
に
帰
港
、
九
月
末：

横
浜
を
発
ち
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
帰
還
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
は
カ
ナ
ダ
の
蒸

気
客
船
（
中
国
の
皇
后
）
号
で
太
平
洋
を
横
断
し
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
向
か
い
、
一
〇
月
に
ウ
ィ
ー
ン
に
帰
国
し
た
。

個
人
の
来
日
記
録
と
し
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
裕
福
な
大
工
場
経
営
者
の
息

子
ア
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
一
八
五
六
｜
一
九
一
四
）
が
美
術
品
を
収

集
す
る
た
め
に
生
涯
に
三
度
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
二
〇
〇
九
）
〜
二
度
（
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
二
〇
〇
一
）
訪
日
し
、
そ
の
収
集
品
を
元
に
一
九
一
三
年
ケ
ル
ン
東

洋
美
術
館
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
一
回
目
は
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）、

二
回
目
は
日
清
戦
争
の
一
八
九
四
｜
一
八
九
五
年
で
あ
っ
た
（
安
藤
二
〇
〇

一
）。
ま
た
、
来
日
は
し
て
い
な
い
が
、
グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
（
一
八
六

二
｜
一
九
一
八
）
も
日
本
ブ
ー
ム
の
中
心
と
な
り
、
日
本
を
テ
ー
マ
と
し
た

美
術
展
を
一
九
〇
〇
年
に
開
い
て
い
る
（
パ
ン
ツ
ァ
ー
二
〇
〇
九
）。

皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
号
は
そ
の
後
も
一
八
九
九
年
六
｜
八
月
、
東
ア
ジ
ア

へ
歴
訪
し
日
本
に
寄
港
し
て
お
り
、
更
に
日
本
へ
親
善
航
海
と
し
て
横
浜
開

港
五
〇
周
年
記
念
祝
典
に
参
列
し
て
い
る
。
こ
の
船
は
そ
の
名
を
貰
っ
た
エ

リ
ザ
ベ
ー
ト
の
と
お
り
数
奇
な
運
命
を
た
ど
る
。
一
九
一
四
年
に
サ
ラ
エ
ボ

で
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
が
暗
殺
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
た
際
、

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
皇
后
号
は
ド
イ
ツ
の
租
借
地
で
あ
っ
た
青
島
へ
行
き
防
衛
戦

に
参
加
、
最
後
は
自
沈
し
た
。
乗
組
員
は
戦
争
捕
虜
と
し
て
日
本
に
送
ら
れ

た
（
ク
ラ
イ
ナ
ー
一
九
九
六；

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
九
九
六
）。

二
〇
世
紀
初
頭
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
亡
び
、
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア

が
日
本
方
面
で
海
洋
学
術
研
究
の
目
的
で
調
査
等
を
行
っ
た
記
録
は
な
い
。

前
述
の
お
雇
い
外
国
人
医
師
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
ツ
博

士
の
弟
子
、
後
藤
新
平
（
一
八
五
七
｜
一
九
二
九
年
）
は
後
年
東
京
市
長

（
一
九
二
〇
｜
一
九
二
三
年
）、
外
務
大
臣
（
一
九
一
八
年
）
を
つ
と
め
、
以

下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
初
め
て
目
に
し
た
軍
艦
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海

軍
の
軍
艦
だ
っ
た
。
当
時
、
日
本
に
は
一
隻
の
軍
艦
も
な
か
っ
た
。
し
か
し

今
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
一
隻
の
軍
艦
も
も
っ
て
い
な
い
」（
パ
ン
ツ
ァ
ー
＆

ク
レ
イ
サ
一
九
八
九
）。

日
本
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
す
べ
て
の
国
境
が
海
に
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
後
も
海
軍
や
海
上
保
安
庁
な
ど
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。
一
方
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
敗
戦
と
共
に
海
に
面
し
た
領
土
も

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
も
失
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
海
へ
の
挑
戦
の
歴
史

は
、
現
在
ウ
ィ
ー
ン
の
自
然
史
博
物
館
に
眠
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

一
二
六
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